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本研究ではマルチフェロイック [1][2][3]の新奇な組み合せ，強誘電体-光誘起磁性体 [4]，

0.7BaTiO3-0.3Pr0.65Ca0.35MnO3 コ ア シ ェ ル 焼 結 体 (BTO-PCMO) を 0.7BaTiO3-0.3NiFe2O4 

(BTO-NFO) と同様な化学的手法で作製し[5][6] 、比較研究した。BTO-PCMO 試料は XRD に

よる構造解析，SEM による表面観察，EDS による組成分析より，相間に化学反応が無い，良

質な 2 相の複合体であることが分かった。BTO-NFO と BTO-PCMO の両試料の磁場 280 mT下

で誘電率の温度依存性を測定した。両試料おいて磁場により誘電率の増加が見られた。本現象は磁場

の有無に関して可逆であった。また，単相の BaTiO3、NiFe2O4と Pr0.65Ca0.35MnO3 (PCMO)では

本現象は見られなかった。このことから，BTO-NFO 試料における現象は歪を媒介とした磁歪

―圧電効果によるマルチフェロイックに依るものと結論づけた。BTO-PCMO 試料における現

象は歪を媒介とした巨大磁気抵抗効果―圧電効果に依るものと考えられる。PCMO における

光照射効果（光による電荷整列の融解現象）を考え合わせると、BTO-PCMO において光によ

るマルチフェロイック現象が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 0.7BaTiO3-0.3NiFe2O4 焼結体における磁    図２ 0.7BaTiO3-0.3Pr0.65Ca0.35MnO3 焼結体に 

  場 280 mT下での誘電率の温度依存性             おける磁場 280 mT下での誘電率の温度 

        依存性 
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